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東
北
地
方
で
最
も
早
く
ア
ユ

漁
が
解
禁
と
な
る
矢
祭
町
の
久

慈
川
で
二
十
三
日
、
約
十
七
万

匹
の
稚
ア

ユ
放
流
が
始
ま

っ

た
。
放
流
は
、
本
月
二
日
の
釣

り
解
禁
日
に
合
わ
せ
て
五
月
上

旬
ま
で
行
わ
れ
る
。

こ
の
日
の
水
温
は
約

一
三

度
。
体
長

一
二
―

〓
（
↓
ほ
ど

の
稚
ア
ユ
五
百
ま
、
約
五
万
匹

を
放
流
し
た
。
解
禁
ま
で
に
二
一

０
本
′ほ
ど
に
成
長
す
る
と
み
Ｌ

れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
一

矢
祭
橋
付
近
で
は
、
同
町
と

久
慈
川
第

一
漁
業
協
同
組
合
の

関
係
者
や
、
内
川
、
関
岡
両
小

児
童
ら
約
八
十
人
が
参
加
し
、

約
七
十
す
、
七
千
匹
を
放
流
し

た
。
児
童
ら
は
、
荘
ア
ユ
の
入

っ
た
バ
ケ
ツ
を
川
に
浸
し
、
伸

ぴ
伸
び
と
泳
ぎ
出
す
姿
を
見
送

っ
た
。

十
三
日
、
電
源
盤
の
二
種
類
の

ス
イ
ッ
チ
を
識
別
す
る
表
示
が

な
く
、
三
種
類
の
ス
イ
ッ
チ
の

設
置
を
運
転
員
に
示
し
て
い
な

か

っ
た
た
め
と
発
表
し
た
。

東
電
に
よ
る
と
、
今
後
、
二

全
卍
せ
す
フ
予
ｊ
ｌ
■
ゴ
可
■

上
し
た
問
題
で
、
東
京
電
力

≡
」ｆ
　
一

症
軒
荘
範
や
お
荏
卵
胞
庫
帥
」 ！ｔｉｔ

時

中

し
た
と
み
て
い
る
。
　
　

　

　

一

バケツに入 った稚アユを放流1
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募
金
事
業
開
始
式
に
集
ま

っ
た
参
加
者
ら

（中
央
は
お
け
い
の
基
〕

０
か
り
の

「お
け
い
の
墓
」
を

一家
の
ほ
か
、
州
公
図
局
や
エ
ル

含
む
若
松
コ
ロ
エ
ー
跡
地
で
ニ

ド
ラ
ド
郡
な
ど
の
自
治
体
関
係

中
ｔ
「
ギ
幕
申
軸
韓
鴎
中
〇
一耐
体 一
一準
か
約
坊
韓
叢
い
征
帥
幸
貯
寺

一都寺ヰ」晦］中車や申争一・卵昨中浄却巾一昨拳いの〕

脚ゆ神許いれ薪ル期的功撞一方れ的嫁雑幕》”移「　ハ

歌
う
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
！　
米
国
内
の
事
金
活
動
の
主
体

日
本
国
絡
領
事
館
の
山
口

一

主
席
領
事
、
同
事
業
の
広
ヤ
一

当
の
日
系
四
せ
、
河
内
フ
，

い
わ
き
市
出
身
の
小
田
蛭
一

さ
ん

（同
総
領
事
館
専
門
辞
一

ド

泰
彦
さ
ん
も
あ
い
さ

つ
　
】

た
。

員
）
も
出
席
し
た
。

移
民
団
で
、
お
け
い
を
■
■
ニ

津
の
人
々
が
含
ま
れ
て
　
ｔ

充
て
る
方
針
。
ロ
サ
ン
ゼ
，
↓

の
日
系
新
聞
社

「
羅
府
新
妥

は
今
月
か
ら
、
読
者
な
ど
一
・

の
小
切
手
の
寄
託
受
け
付
≡

始
め
た
。
十

一
月
中
旬
ま
て

着
松
コ
ロ
エ
ー
は
、　
一　

一

九

（明
治
二
）
年
に
目
ｔ
ｔ
一

初
め
て
北
米
に
移
住
ｔ
ｔ
臼

「お
け
い
の
墓
」公
園
化

へ

峨秘
土
地
購
入

へ
募
金
開
始

日
系
人
の
悲
願
に
理
解

インターネ ット上に流
警部祷 (57)が 以前 、仕事 1出 していた ことが 23日 、県

地ビ

主
z~ン

家ブ

若
松
コ
ロ
ニ
ー
時
代
に
根
付
い
た
と
さ
れ
る
ケ
ヤ
キ
の
前
で

ビ
ア
カ
ン
プ

一
家
の
長
男
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
さ
ん
、
長
女
の
エ

プ
リ
ン
さ
ん
、
二
男
の
ゲ
リ
ー
さ
ん

（と
か
ら
）

地
主
の
ビ
ア
カ
ン
プ
家
長
男

の
フ
ィ
リ
ッ
プ
さ
ん
は

「数
年

前
に
会
津
若
松
を
訪
間
し
た
際

に
は
、
人
々
の
温
か
さ
に
触
れ

感
動
し
た
。
父
が
守
り
、
代
々

受
け
継
い
で
き
た
牧
場
を
手
放

す
の
は
大
変
な
決
意
だ

っ
た
．ャ

以
前
、
墓
を
含
む
土
地
売
却
の

申
し
入
れ
を
父
が
断

っ
た
。
今

に
な

っ
て
、
申
し
入
れ
た
の
は

一河
内
さ
ん
の
狙
父

（井
関
市
作

氏
）
と
分
か
っ
た
」
と
話
し
、

墓
を
含
む
牧
場
の
公
有
地
化
が

日
系
人
の
長
年
の
悲
康
だ
っ
た

こ
と
に
理
解
を
示
し
た
。

Ａ
Ｒ
Ｃ
は
約
百
二
十

一
診
の

土
地
購
入
資
金
約
五
億
五
千
万

円
の
う
ち
、
約
三
億
円
を
募
金

で
集
め
る
予
定
。
残
る
工
障
五

千
万
円
は
州
政
府
の
補
助
金
を

と
な
る
自
然
保
護
Ｎ
Ｐ
Ｏ
刷
■

「
ア
メ
リ
カ
ン

・
リ
バ
ー
　
〓

ン
サ
ー
バ
ン
シ
ー

（Ａ
Ｒ
Ｃ

一

エ
ク
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

，
デ
ィ
レ
ナ

タ
ー
の
ア
ラ
ン

，
ア
ー
ゴ
リ

さ
ん
、
在
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
〓

，

―


